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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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一般財源の比率（％） 84.2 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・感染症の発生及びまん延を防止するには高い接種率
が必要となることから、他市の状況等を踏まえつつ、市
民が予防接種を受けやすいよう、多くの定期予防接種
で全額公費負担による接種を実施。
・一方で、ワクチンの増加や接種対象者の拡大等により
費用が増加傾向にあり、今後も同様の見通しであること
から、持続的な事業実施のための財源の確保が課題と
なっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

今後も事業の拡充が
見込まれるため、体制
整備・財源確保の必
要がある。

事業概要

予防接種、健康被害調査委員会、予防接種健康被害補償、風しん予防接種促進、造血細胞移植後定期予防接種ワクチン再接種費用補助

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

【妊娠を希望する者等への風しん抗体検査の実施及び中学３年生へのインフルエンザ予防接種費用
助成による拡充】
（１）予防接種法に基づく予防接種のほか、新型コロナウイルス感染症拡大期における高齢者インフル
エンザ定期予防接種の無償化を実施。また、同法第6条第1項、第2項に基づく臨時接種として新型コロ
ナウイルスワクチン接種を実施にあたり、コールセンターの運営や、65歳以上の市民に接種券を発送。
（２）予防接種による健康被害者に対し、医療手当や障害年金等を支給。
（３）先天性風しん症候群の発症予防のため、妊娠を希望する女性及びその配偶者、妊娠中の女性の
配偶者に対し、風しん抗体検査を無料で実施。また、検査の結果、十分な抗体価がなく予防接種が必
要な者を対象に、風しんワクチン接種に要した費用の一部を助成。
（４）造血細胞移植によって定期予防接種で得た免疫が失われたことにより再接種が必要となった20歳
未満の市民に対し、再接種に要した費用の一部を助成。
（５）新型コロナウイルス感染症流行下における職務体制の確保及び新型コロナウイルス感染症対策
に傾注のため、中学3年生へのインフルエンザ予防接種費用助成を見送った。
今後、同感染症の流行状況を注視し、市民生活への影響が収束した段階で、改めて本事業の必要性
について検討。

決算額　(千円) 1,237,394
※課題があるものは■

管理事業 予防接種事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

保健センター 事業名 予防接種事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 341 施策 健康づくりの推進

所管
室課
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